
380 ©2016 The Society of Polymer Science, Japan 高分子　65巻　7月号　（2016年）

昨年（2015年）5月2日に96歳で亡くなっ
た齋藤信彦先生の「高分子物理学」（裳華
房）とその改訂版は高分子を学ぶものに
とって不朽の名著として知られています。
どちらも皆さんよくご存じと思うので、紹
介の必要はないでしょう。これらを基礎と
して、さらに3人の筆者を加えて国際版に
したのがこの本です。日本語版より筆者の
数が増えただけ取り扱う範囲も広がり、統
計力学（緩和現象を含む）を用いて高分子
物理学について記述したのが本書です。日
本語版ほどには知られていないので、紹介
します。この本の特徴の一つに、ラプラス
変換の応用があります。フーリエ変換では
指数関数の肩に虚数が乗っているものを掛
けて定積分をします。肩を実数にしたもの
がラプラス変換だと言うと、正確さには欠
けますが、間違いではないでしょう。フー
リエ変換がスペクトロスコピーでよく使わ
れ、皆さんもご存じであるのに対して、ラプ
ラス変換はそれ程ポピュラーではありませ
ん。逆変換が面倒だからです。齋藤先生は

本書は、編集者の有馬朗人先生をはじ
め、著名な先生方が、学生時代からどのよ
うな考えをもちながら研究者生活を歩んで
きたのか、インタビュー形式で綴られてい
ます。帯の副題が「成功する研究者になる
方法」であり、非常に刺激的な内容です。先
生方の専門分野は、物理、機械、生物、化
学など多岐にわたっており、普段は話を伺
えないような異分野の考えに触れることが
できます。若手研究者や大学生、大学院生
へのメッセージも含まれていますので、自
分の将来像やキャリアパスに悩んだ際に、
参考になるのではないでしょうか。

私の場合は、博士進学を決めた修士1年
生のときに、本書を初めて読みました。同
期や先輩方からの刺激や、指導教員の先生
からのご助言により博士課程への進学を決
めたものの、何かしらの不安があった時期
です。いろいろ落ち込むことも多い研究生
活ですが、この一冊を読みながら研究への

モチベーションを高め
ていました。現在、博士
への進学に悩んでいる
学生さんや、私のよう
に研究者としてのキャ
リアに不安を抱えてい
る若手研究者にとって
は、深淵な意見に触れることができる貴重
な一冊だと思います。
「研究者」の続編として、「研究力」も出

版されています。こちらも、有馬先生、中
村修二先生をはじめとしたさまざまな研究
分野の研究者が、インタビュー形式で、研
究を展開する際の考え方や着眼点を紹介し
ています。「研究者」が気に入った方には、
こちらもお勧めします。
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このラプラス変換がお
得意で、この本でも多
用されています。この
本に書かれている高分
子物理学上での結論は
よく知っていると思っ
ている読者でも、こん
な解法があるのかと驚かれると思います。

私の役に立った本と書きながら、推薦文
みたいになってしまいました。ここからが
本論です。私が博士課程の学生だった頃、
上記の「高分子物理学」で私の論文を採り
上げていただきました。改訂版では別の論
文を採り上げていただきました。さらにこ
の本ではまた別の論文を採り上げていただ
きました（つまり、私は少なくとも3篇の
論文を書いていることになります）。研究
をしていても、こんな研究でいいのだろう
かと疑心暗鬼になることがあります。そん
なときに成書で引用していただくと、これ
でもいいのだと勇気づけられます。だから
私の役に立った本なのです。
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